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1. はじめに 

我が国では，安全運転や自動運転の実現に向けて，高

精度な道路地図の整備が進められている．道路は新設

工事や改良工事等により日々変化するため，地図の更

新頻度の確保が極めて重要である 1)． 

一方，近年では，i-Construction や国内外で推進されて

いる情報通信技術（以下，「ICT」とする．）による工事

や点検により，道路の点検データが蓄積されている．そ

のため，この蓄積された工事や点検の各種データを高

精度な道路地図の自動調製（異なる地図・空間データ同

士の位置情報に基づく結合）・更新に利用できれば，道

路管理の高度化や安全運転の実現に寄与できる． 

以上より，本研究の目的は，道路舗装の ICT 施工デ

ータを元に生成した 3 次元モデルと道路地図との親和

性を分析し，3 次元モデルを用いた地図調製の可能性を

解明することとした． 

2. 研究方法 

本研究の実施方法として，まず，既存手法 2) を用い

て道路舗装の施工履歴データ（以下，ログデータとする）

から 3 次元モデルを生成する．次に，3 次元モデルと道

路地図との親和性を分析する．最後に，3 次元モデルを

用いた地図調製の可能性を明らかにする． 

3. 既存手法による 3次元モデルの生成 

本研究では，松浦ら 2)の手法を用いて，自動車専用道

路の舗装工事における道路舗装機械のログデータから

3 次元モデルを生成した．ログデータの標高値は，GPS

アンテナの設置高を含むため，地盤面の高さとなるよ

うに補正した．3 次元モデルと設計図面との重畳結果を

図-1 に示す．図-1 より，既存手法を用いて，表層，基

層，上層路盤および下層路盤の各層の 3 次元モデルを

作成できることが確認できた． 

4. 3次元モデルと道路地図との親和性の分析 

前章の結果を受けて，3 次元モデルと高精度な道路地

図とを重畳し，両者の親和性を分析した．本研究では，

国内外で流通している高精度道路地図に収録されてい

る区画線に着目した．区画線の地物は，点または線で定

義，あるいは両者を組み合わせて定義されている 3), 4)．

また，道路舗装の表層の最上部にあるため，地盤面の高

さの基準線（GL：Ground Level）としても扱える． 

まず，3 次元モデルと道路地図の区画線の形状を確認

した．道路舗装の 3 次元モデルおよび道路地図の区画

線を図-2に示す（図-2右は点列表現の可視化例）．次に，

3 次元モデルと道路地図の区画線の座標系を確認した．

今回使用した 3 次元モデルは日本測地系，道路地図は

世界測地系であった． 

本研究では，国際基準である世界測地系に座標系を 

 

 

図-1 設計図面と生成した 3次元モデルの重畳結果 

 

図-2 3次元モデルと道路地図 
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統一することで，3 次元モデルと区画線を重畳する．座

標系の変換には，国土地理院測量計算サイト 5)を使用し

た．変換結果を図-3に示す．図-3より，3 次元モデルの

構成点と道路地図とは概ね一致するものの，水平方向

に 2.11m のズレが生じた．一因として，ログデータの計

測精度と道路地図の位置精度とが異なることが考えら

れる．道路地図は，MMS（Mobile Mapping System）よ

り取得した点群データに基づき作成されている．この

点群データは標定点を用いて補正しているため，ログ

データよりも位置精度が高い．今後，測位衛星の整備が

進み，ログデータの計測精度の向上が期待されるため，

この誤差は小さくなると考えられる． 

5. 3次元モデルを用いた道路地図の調製の考察 

本章では，ログデータから生成した 3 次元モデルを

用いた道路地図の調製手法の実現可能性を考察する．

前章の分析結果より，3 次元モデルと道路地図との間に

一定の親和性があることが示唆された．道路舗装の 3次

元モデルは，表層，基層，上層路盤および下層路盤の各

層の厚さを保持している．そのため，この各層の厚さを

地盤面の高さの基準線として扱い，実在地物である道

路地図の区画線に収録する（図-4 参照）．具体的には，

区画線の構成・変化点毎に，最近傍に存在する各層の 3

次元モデルの構成点を探索して関連付ける．処理結果

を図-5 に示す．図-5 より，表層，基層，上層路盤およ

び下層路盤に対して，区画線の近傍にある 3 次元モデ

ルの構成点を抽出できていることがわかった．また，3

次元モデルの各層の高さを比較した結果（図-6 参照）

より，表層は約 4cm，基層は約 6cm，上層路盤は約 12cm

の厚さの保持が可能であり，舗装工事の過程で変化す

る区画線の位置情報を自動的に更新できることが示唆

された． 

6. おわりに 

本研究では，道路舗装の ICT 施工データを元に生成

した 3 次元モデルと道路地図との間に親和性があるこ

とを明らかにし，3 次元モデルを用いた道路地図の調製

を試行し，考察した．今後は，道路舗装の 3 次元モデル

の各層の厚さを道路地図に反映するための自動処理ア

ルゴリズムを開発する． 
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図-3 3次元モデルと道路地図との重畳結果 

 

図-4 3次元モデルを道路地図に収録するイメージ 

 

図-5 区画線と 3 次元モデルの各層のデータとの比較 

 

図-6  3次元モデルの各層のデータの重畳結果 
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